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用  地
S  I  T  E

公共事業のために皆さまの大切な財産をお譲りいただくことから、正確な調査を実施し、適正な補償を行います。、

事業計画の説明1 用地幅杭の打設2 土地、建物等の測量及び調査3

契約の締結と登記手続き6 用地協議（補償金額の説明）5
測量・調査結果の確認及び
　　　　　　　　補償金額の算定4

建物等の移転、土地の引き渡し7 補償金の支払い8

事業の目的や計画

の内容についてお

知らせするため、

「説明会」を開催

します。

事業計画に基づ

き、皆さまのご

了解を得て事業

に必要な用地の

範囲に杭を打設

します。

お譲りいただく土

地の境界を確認し、

土地の測量を行っ

たり、移転してい

ただく建物等の物

件の調査を行いま

す。

土地の面積や移転して

いただく建物等の物件

の数量の確認をしてい

ただいた後、権利者毎

に「補償基準」に基づ

き補償金額を算定しま

す。

権利者ごとに算定し

た補償金について、

ご理解いただけるよ

う説明し、話し合い

をします。

補償内容や土地の引き渡し

時期に承諾が得られると契

約を締結します。

また、お譲りいただいた土

地の所有譲移転登記は国が

行いますので、登記に必要

な書類を提出していただき

ます。

契約の時に約束して

いただいた時期まで

に建物等の物件の移

転をしていただき、

土地の引き渡しを

行っていただきま

す。

物件等を移転していただ

き、土地の引き渡しを受

けた後、補償金をお支払

いします。

なお、補償金の一部を前

払いする制度もあります。

〈公共用地の主な流れ〉

　公共事業を進めるためには、事業に必要となる用地を計画的に確保することが必要となります。
　皆さまの土地をお譲りいただくまでの主な流れは、以下のようになっています。

土地に建物がある場合は、その土地と建物
の関係、利用状況、種類、構造などから移転
工法（再築、改造工法など）を決定し移転に
必要な費用を補償します。

看板や門、塀などの工作物のうち、移転でき
るものについては、その移転費用を、移転で
きない場合は、同程度のものをつくるのに要
する費用を補償します。

移植できるもの（庭木・株物類）については移植
補償を、それ以外（用材木等）については、伐採
補償を行います。

店舗や工場が移転する場合、移転のために一
時休業することにより生ずる損失を補償します。
収益の減少分や従業員の休業手当などが含ま
れます。借家・借間されている方で現在借りてい
る建物等が移転し、賃借りを継続することが困
難となると認められる場合は、新たに同程度の
借家・借間をするのに通常要する費用を補償し
ます。

調　査調　査 補　償補　償

土地の調査（測量）土地の調査（測量）
お譲りいただく土地の境界及び
現況地目等について、現地調査
を行います。境界については、所
有者の方や隣接者の方に立ち会
っていただき確定します。

建物等の調査（物件調査）建物等の調査（物件調査）
権利者ごとに移転していただく
建物や堀・門などの工作物、立
竹木等の調査を行います。

建物が居住又は店舗等に利用
されている場合は、居住者、動
産（引越し荷物）、営業等につい
ての調査を行います。

その他の調査その他の調査

土地の補償土地の補償
土地の価格については、周辺の土地の取引
価格や地価公示価格、基準地価格、不動産
鑑定評価額等に基づき、適正に算定します。

地上権や永小作権等の補償地上権や永小作権等の補償
消滅させる権利（地上権・永小作権・賃借権）
に対しては、正常な取引価格をもって補償し
ます。

建物の補償建物の補償

工作物の補償工作物の補償

立竹木の補償立竹木の補償

建物を移転するのに必要となる経費を補償しま
す。移転先を探すための費用や引越し費用、法
令上の手続きに要する費用なども含まれます。

建物移転に伴う経費の補償建物移転に伴う経費の補償
（移転雑費・動産移転）（移転雑費・動産移転）

その他の補償その他の補償
（営業補償・借家人・借間人補償等）（営業補償・借家人・借間人補償等）


